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保育者養成における人形劇の教育的意義
－授業での取り組みを通して－
神谷睦代 1* 
 本論は保育者養成校の授業における人形劇の取り組みについての教育的意義を、学生の
学びの内容や意識の変容を基に報告するものである。方法としては、学生の授業における
振り返りレポートの分析及び質問紙調査による考察を行った。結果、学生の学びの内容に
は「グループ活動の意味」「表現技術・技能の習得」「保育への活用法」「自己意識の変容（意
欲や感動、達成感等）」「人形劇の理解」があげられた。特に「自己意識の変容」では「人
前で表現する自信が生まれた」という個人の人間的成長に結びつくものと、発信する立場
と受信する立場の双方の視点の獲得や他者理解というコミュニケーションに関するものも
含まれた。また、ほとんどの学生が自己の表現力（表現技術・技能）の習得に人形劇の取
り組みが役立ったと自覚し、加えて「表現モデル」の面からも将来の保育に活かせるとい
う意識を持つに至ったことが質問紙調査により明らかになった。以上から、授業における
人形劇の取り組みを通して学生は、人形劇の魅力や特質、協力の大切さを学び、演技や人
形制作によって表現技術・技能及び表現力を高め、将来の保育活動での人形劇の活用への
見通しを持てたことがその教育的意義として示された。尚、この教育的成果にはアクティ
ブ・ラーニングの学習形態が大きな要因の一つとして考えられる。 
キーワード：人形劇、学生の表現力育成、表現モデルとしての保育者、保育者養成、
グループ活動、プロジェクト 
はじめに 
人形劇の幼児教育への取り入れは、1923 年
（大正 12 年）頃に、東京女子高等師範学校附属
幼稚園（現お茶の水女子大学附属幼稚園）の主
事であった倉橋惣三が設立した「お茶の水人形
座」に始まる 1-3）。以降、人形劇は今日まで保
育教材として活用され親しまれてきた。一方、
近年は保育者養成機関の保育内容「表現」や「児
童文化」の科目で人形劇を扱った授業も多々あ
り、そこでは保育教材の理解や指導法に加え、
教育的役割、学生自身の表現力の育成に着目し
た研究 4-8)も進んでいる。 
学生自身の表現力の育成の必要性について
溝口（2012）は、領域［表現］における幼児へ
の保育者の役割は、幼児の表現を理解し支えて
いく環境づくりにあることに加えて、保育者も
表現者としての主体性を発揮することが大切と
なるとし、そのためには「保育者自身の表現体
験や表現技能を専門的に身につけることや、表
現者として幼児のモデルとなったり、感動を与
えることが大切と考える」 9)と述べている。筆
者は、この溝口の指摘に対して、以前より同様
の考えを持ち、とりわけ幼児の表現モデルとな
るためには、「保育者自身の表現体験や表現技能
を専門的に身につける」ことが土台となると感
じていた。そうした課題意識からも、内山（1988）
が「人形使ひは専門の技術と芸術的教養とを必
要とする」また「助成要素－音楽、科白、背景、
照明、文学－に対して通達し芸術的体得をしな
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ければならない」 10)と提言するように、人形劇
は、言葉や音楽、造形、身体の表現に亘る総合
的な保育の表現体験及び技能を要するため、技
量に裏付けされた表現モデルとしての保育者を
養成するには、絶好の教材と考えられる。 
そこで本稿では、先行研究に見られる、ゼミ
や有志によるボランティア活動での取り組み
11-12)とは異なった形態の実践である、授業にお
ける人形劇の発案・制作 13）・実演までのプロジ
ェクト的活動を通して、保育者を目指す学生が
どのようなことを学び、また新たな意識を持つ
に至ったかを探りつつ、表現体験や習得した技
能、表現モデルとしての力量などに対する、具
体的な様相に基づいての教育的意義を明らかに
する。 
研究方法と取り組みの概要 
1．方法 
（1）C 県内保育士養成校の 2 年生 26 名（男 7
名・女 19 名）を対象に保育内容演習［表現］の
前期授業全 15 回の取り組みにて、学生が学んだ
事柄等を振り返りレポートから分析し考察する。   
この振り返りレポートについては、教員（筆
者）の授業研究に反映させるものであり、授業
内や発表において使用の場合は、その内容につ
いて個人が特定されぬよう匿名性が保たれる形
で用いることを当該学生らに説明し、使用の同
意を得た。 
（2）学園祭での実演の後、自己の「表現体験・
技能」に対する気づきや保育への活用に関する
質問紙調査を行う。 
この質問紙調査については、授業研究・調査
の目的のみに使用し、発表の場合も個人が特定
されぬよう匿名性が保たれる形で用いることを
当該学生らに説明し、使用の同意を得た。 
（3）（1）と（2）の結果を総合的に考察し、授
業における人形劇の取り組みの教育的意義を明
らかにする。 
2．取り組みの概要 
・期間：2015 年 4 月～9 月の 15 回、及び同年 9
月末の学園祭での実演。 
・授業者：筆者 
・授業の流れ：全 15 回（表 1 参照） 
・グループ編成と演目（表 2 参照） 
・実演の様子（写真 1～5 参照） 
 
 
 
 表 1．授業の流れ 
回数 学習内容 
第 1 回 「人形劇」について 
・人形劇について知る（ビデオ視聴） 
・今後の計画について見通しを持つ 
第 2 回 グループ分け・演目やテーマの決
定・配役及び役割分担を決める。 
※必ず一人一役担当（全員が人形を
制作するため） 
第 3 回 人形制作 1：デザインスケッチ 
※人形は頭部や手は紙粘土、衣服部
分は布からなるギニョール式タイ
プである。 
第 4 回 人形制作 2：頭部と手の制作 
第 5 回 人形制作 3：胴体の制作 
第 6 回 人形制作４：仕上げ（頭部と手、胴
体の連結） 
第 7 回 演劇経験者による講話 
・演劇の魅力・演じる時の心構えや
注意などを知る 
第 8 回 脚本作成 1：脚本作成のポイントを
知る 
第 9 回 脚本作成 2：仕上げ 
※物語は原作を基にアレンジした
創作的内容とした。 
第 10 回 小道具・BGM 作成 1 
第 11 回 小道具・BGM 作成 2 
第 12 回 演技の練習 1：セリフの言い方等 
第 13 回 演技の練習 2：動作の工夫 
第 14 回 演技の練習 3：小道具の用い方等・
通し練習 
第 15 回 発表・振り返りレポート作成 
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表 2．グループ（班）編成と演目 
班 人 
数 
演目 
（上演時間） 
テーマ 
A 6 おおきなかぶ 
 （6 分） 
協力して成し遂げる 
B 5 プリンのしおか
げん（7 分） 
進んでお手伝いする
心 
C 5 いっすんぼうし
（10 分） 
勇気をもって挑む 
D 5 プーさんとゆかいなな
かまたち（8 分） 
友情 
E 5 アンパンマン 
（9 分） 
思いやり 
 
 
写真 1．A 班「おおきなかぶ」 
 
写真 2．B 班「プリンのしおかげん」
 
 
 
 
写真 3．C 班「いっすんぼうし」 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4．D 班「プーさんとゆかいななかまたち」   
 
写真 5．E 班「アンパンマン」 
 
 
結果と考察 
1．学生の振り返りレポートによる分析と考察 
分析の手続きとして、まず学生の振り返りレ
ポート（自由記述）に記された、人形劇の取り
組みから学んだことについて、意味ごとに分節
化し、それぞれラベルを付け類似した概念をま
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とめコード化を行った。さらに関連性の大きい
コードどうしをまとめたところ、「グループ活動
の意味」「表現技法や技能の習得（演技・人形、
小道具制作等）」「保育への活用」「自己意識の変
容（意欲や感動、達成感等）」「人形劇の理解」
の 5 つのカテゴリーが浮上した（表 3 参照）。こ
れら、5 つのカテゴリーを分析視点として考察
14）する。   
 
（1）「グループ活動の意味」 
 具体的に、1）協力することの大切さ 2）普段
はあまり親交のない人とも協力すること 3）自
分になかった発想にも触れることができる 4）
皆で活動することの楽しさという、4 つの学び
が示された。 
人形劇を通して皆で 1）協力しないとよ
い作品ができないと改めて感じた。一人が
頑張っても意味がないとも感じた。（女子） 
 
2）くじ引きで決まった 6 人なので協力し
て、何の劇にするか？誰がどの役か？台本
はどうするか？を決めることができて、4）
協力する楽しさを改めて実感しました。
（女子） 
 
 話すことで、3）自分がわからなかったこ
とを発見しました。このことは様々な場面
で考えられます。3）色んな人と関わること
により自分にないものの出会いを受け、よ
り良い自分になると思います。（男子） 
 
 なかなか集まることが難しく、足並みが
そろわないことも多々あったけど、3）皆の
知らなかった意外な特技を知ることがで
きて、大変だったけど、このメンバーで劇
ができてよかったなと思いました。  
（女子） 
 自分で作って、劇をして、表現すること
は初めてだけど、4）皆でやるからとても
楽しく、不安も減ったし、達成感もある。
（女子） 
 
グループ活動では、まずは意思疎通を図り、
共通理解への努力や役割分担の遂行が課題とな
る、そうした中で、協力することで可能になる
ことへの気づきや仲間の再発見や自己の成長、
楽しさの実感というような、グループ活動なら
ではの成果が、26 人中 24 人の学生から言及さ
れた。特に、グループメンバーをくじで決めた
ために、日頃の生活では接点のないクラスメー
トとの交流も余儀なくされたが、逆にこうした
組み合わせが、学生の意識や学びへ大きく影響
したと見受けられる。グループによっては、当
初躓きが見られたが、最終的に協力する方向へ
向かった理由には、プロジェクトとして一つの
同じ目標に向かうという要素が大きいことと、
一人ではできないことも皆で力を合わせればで
きるということが経験的に理解できたことがあ
げられるであろう。グループ活動の意味は、他
者との、時には葛藤も生じるふれあいの中で、
学生が多様な思いや気づきを実感できることに
あると考えられる。 
 
（2）「表現技術や技能の習得（演技・人形、小
道具制作等）」 
 具体的に、1）伝わり方や伝え方 2）表現には
工夫が必要 3）セリフの間や声の大きさ 4）演技
力 5）人形の動かし方 6）音響の入れ方や効果 
7）舞台構成や配置 8）人形や小道具の制作とい
う 8 つの学びが示された。 
1）どうしたら見ている人に伝わるか、どう
したら面白いか、考えながら劇をすること
ができました。        （女子）  
 
2）表現は、意識しすぎてしまうと照れて棒
読みになってしまったので、普段の話し言
葉で想像してみようと思いました。（女子） 
 
※枠内は学生のレポートの記述、番号）に該当する「学
び」の内容が端的に示されている箇所に下線を引いた。
（ ）内は学生の性別。 
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4）ただセリフを読むだけでなく、その役に
なりきってやるのがとても大変でした。人
形だと表情が一定なので 3）声のトーンや大
きさ、5）動きで表現するのも難しかったで
す。（女子） 
 
8）人形を設計から制作して、愛着がわいた
りして、とても良い経験になりました。（女
子） 
 
8）小道具では、どう作ったらいいのかわか
らなかったり、どう出したら川を渡ってい
るように見えるか演出を考えたり、アイデ
アを出すのが難しいなと思いました。（女
子） 
 
学んだことは自分では、5）人形を高く
上げているように思っているが、前から見
るとあまり上がっていなかったりしてそ
こら辺の調節がとても難しかった。（男子） 
6）音響も自分たちで作って CD にしたりし
て凝ることができた。けど、フルに活用で
きなかったのと練習不足や 7）人形の配置
などが少し甘かったかなという気持ちに
なった。7）舞台構成をもう少し細かく決め
ておきたいと思った。 
人形・小道具・音響、声や動作という限られ
た表現媒体を用いて、観覧者に楽しんでもらう
ために、どのようにしたら伝わるかまた何もし
なければ伝わらないことも、経験的に理解した
様子がうかがえる。さらに、演技における動作
や声の出し方の工夫、人形や小道具、音響の制
作等、表現の技能と技術を同時に習得できる機
会となったようである。片や、観る人の立場か
らアイデアを絞り出したり、自分たちの演技を
振り返ったりするような、客観的な視点も見受
けられた。このことは、表現活動は発するもの
と受ける者のコミュニケーションによって成り
立つというところにまで意識が及んだというこ
とを示していると考えられる。 
 
（3）「保育への活用法」 
 具体的に、1）自分の人形や演技で見本を見せ
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る 2）子どもたちを楽しませる工夫 3）子どもた
ちの劇遊びの環境構成に活かすという 3 つの学
びが示された。 
保育現場で行うときは、舞台づくりに気
を付けたいと思いました。3）子どもにどこ
で見てもらうか、舞台の高さに気を付けた
いです。（男子） 
 
 役を決める時、2）けんかにならないよ
うに話し合いして決め、みんなで協力がで
き、楽しくなるように指導したい。（女子） 
 
 保育現場では、2）まずは自分が役にな
りきって楽しんで、1）子どもに伝わるよ
うに演技をして、楽しませることが優先
で、それから声の大きさとかを指導した
い。（女子） 
 
保育への活用では、学生自身が子どもたちの
前で演技をみせ、楽しさを伝えるというような
方法が比較的多く見られた。また、グループ活
動のためけんかにならないような配慮や子ども
の遊びに合わせた舞台づくり等、自己の人形劇
の活動の経験が基になって生じたものと見受け
られる。 
 特に、子どもの前で演技を見せるという点で
は、表現モデルとしての役割を存分に果たすこ
とができる上に、それはあくまで楽しさを伝え
たいということで表現技能の伝授の為ではない
ということが理解できているという点に保育者
の資質にも結びつく成長が見られるであろう。 
 
（4）「自己意識の変容（意欲や感動、達成感等）」 
 具体的には、1）人前で発表することができ
るようになった 2）達成感を味わえた 3）向上心
4）他者への配慮 5）準備や段取りという 5 点の
学びが示された。 
一人ひとりが頑張ったものを使ってまた別
の物を作るのは楽しいし、一人ではできな
い 2）達成感を味わえた。また、4）他の人に
迷惑をかけてはいけないと気を付けるよう
になった。（女子） 
 
 自分が演技していると、お客さんにちゃん
と話を聞いて欲しいから、4）私語をつつし
むなど当たり前なことに改めて気づくこと
ができました。（女子） 
 
最初は人形を制作や、原稿を書いている
時点でできるかすごく不安だった。けれど、
皆で協力してセリフやストーリーを練って
いくうちに完成図が見えてきて、1）今演じ
られるほどになったのがすごいと自分でも
思った。（女子） 
 
 また、学園祭で演じる時は 3）クオリティ
を上げてもっと向上したい。みんなの発表
を見て演技の上手い人や人形の見せ方がう
まい人がいるので見習いたい。（女子） 
 
 劇一つやるだけでも集中力をかなり使
うことがわかり、5）人前で何かをすると
いうことは多くの準備と手間と時間を使
うんだなと身にしみて実感しました。 
 
 取り組みの中で不安が解消され、感動や達成
感が次の目標へと繋がり向上心が生まれたこと
がうかがえる。また、他者に迷惑をかけないよ
うにと気をつけたり、私語をつつしむ等と自己
と相手の双方の立場を考慮した言及が見られた。
さらに、何かをする時の準備や段取りの大変さ
への認識も生まれ、この人形劇の活動では、人
形劇以外の日常の生活場面でも起こりうるよう
な物事や人への対応の仕方にも通じる新たな意
識や向上心が芽生えている。 
 
（5）「人形劇の理解」 
具体的には、1）人形劇の特質 2）人形劇の難
しさという 2 点の学びが示された。 
 1）大げさにセリフをいうことや人形を動
かすことが重要です。2）人形劇ってすごく
難しいと思いました。（女子） 
 
1）表情がなくても、声や動きで場面や感情
を表すことができることを知った。（女子） 
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 人形を用いて間接的に演じるというのが人形
劇の特質であるが、そうした表現方法について
の発見やそれゆえの困難さへの記述が見られた。  
 人形劇を観覧しているだけではわからない、
経験して初めてわかる面での学びが得られたと
いえるであろう。 
 
2．質問紙調査 
 質問紙の作成に当たっては、授業の振り返り
レポートの分析結果を踏まえて、人形劇の取り
組みと保育活動との関連性や表現技能や表現モ
デルとしての力量に変化が見られたかどうか、
また保育者の視点からの意識の変容について問
う内容とした。さらに学園祭での一般の人々を
対象にした実演に関する問いも加えた。型式と
しては 5 段階の評定尺度法を用いた。 
 
（1）結果 
以下はその質問項目（a～e の 7 問、回答数は
それぞれ全 26 名）と結果及び理由である。 
a 人形劇活動は自己の保育技術・技能（表現力・
指導力・環境構成力等）として役立ちますか。
（図 1） 
回答：かなり役立つ（9）まあまあ役立つ（17）
どちらともいえない（0）あまり役立たない（0）
全く役立たない（0）                 
 
主だった理由として【かなり役立つ】では、 
「劇をする時の声の大きさとか分りやすい文章
を考えることに役立った」「絵本の読み聞かせに
応用できた」「子どもに分りやすく伝えることが
できるようになる」「人形の性格を考え役になり
きることで、表現力について考えさせられた」
「人形の作り方や台詞の発声の仕方が学べて良
かった」等があげられた。 
 【まあまあ役立つ】では「子どもが表現する
楽しさを知ることができる」「見せ方を考え、工
夫する力がついたと思う」「表現力を身につけら
れた」「環境構成を考えたり、小道具を作ったり
して、保育技能が上がった」「どのように表現す
れば相手に伝わるかなどを学んだ」等があげら
れた。 
b「表現モデル」としての表現力はこの活動に
よって向上しましたか。（図 2） 
回答：かなり向上した（0）やや向上した（23）どちらと
もいえない（3）あまり向上していない（0）全く向上して
いない（0） 
 
主だった理由として【やや向上した】では「恥
ずかしさがなくなった」「表現することが苦手で
なくなった」「劇をする時の声の出しかたや、間
の取り方などが向上した」「人前で何かをする自
信ができた」「協力することができた」「人形の
立場になって気持ちを考えて行い、動きも工夫
しようと考えることができた」「実習で、発表会
でお遊戯の練習をしたときに、子どもたちに分
かりやすく伝えることができた」等があげられ
た。【どちらともいえない】では「いつもの自然
体で取り組んだため」「あまり変わらない気がす
る」等があげられた。 
b-2 特にどのような力が向上しましたか。 
（図 3） 
回答：演技力（声の大きさ）（23）リズムのある言い方（間
やスピード）（10）感情のこもった言い方（2）人形の動し
方（17）造形力（人形製作・背景・小道具等）（13）脚本
制作（文章力）（1）音響効果（3）ナレーター（1） 
 
b-3 保育活動に役立つと思いますか。（図 4） 
回答：かなり役立つ（8）まあまあ役立つ（18）どちらとも 
いえない（0）あまり役立たない（0）全く役立たない（0） 
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 主だった理由として【かなり役立つ】では「実 
践的だから」「子どもがどうすれば喜ぶかわかる 
の」「人前で何かする機会はあまりないので」「人 
形の作り方や、人形を使ってこどもの興味を引 
く方法がわかったから」「表現力は普段の保育の 
場でも、コミュニケーションで必要だから」「保 
育現場でいろいろ生かせるから」等があげられ 
た。【まあまあ役立つ】では「楽しめるから」「子 
どもたちに伝える時に役立つ」「表現方法はたく 
さん知っておいたほうが良い」「子どもの発表会 
やイベント、劇遊びで役立つ」「演技力を必要と 
するもの、紙芝居・絵本等読む時の糧になった」 
「作った人形は、何かちょっとした時にも使え 
る」等があげられた。 
c 子どもやお客さんの前で実演したことは？
（図 5） 
回答：とても良い経験（13）まあまあ良い経験（8）どちら 
もいえない（3）あまり良い経験ではない（0）全く良い 
経験ではない（0） 
 
主だった理由として【とても良い経験】では 
「自分たちの目標や課題が見つかるから」「人前 
で表現する力がつく」「あがり症を緩和で来た」 
「緊張したが楽しかった」「学校の授業以外では 
やらないことだから」「反応が返ってきて嬉し 
い」「お客さんに見てもらうことで成長する」 
「自己満足でなく客観的に見ることができる」 
等があげられた。【まあまあよい経験】では「お 
客さんがいるといないでは全く雰囲気が違う」 
「貴重な経験」「見てくれることは嬉しいこと」 
「恥ずかしからずにできたという達成感を得 
た」「自分たちの出す声や、作った人形でどれ 
くらい表現できるのかがわかり、よい経験にな 
った」【どちらともいえない】では「練習不足」 
「騒々しい場よりも、静かな場所でやりたい」 
等があげられた。 
d 人形劇の製作から実演までの一連の活動を通
して、自分の成長を感じますか。（図 6） 
回答：かなり感じる（1）まあまあ感じる（21）どちらとも
いえない（4）あまり感じない（0）全く感じない（0） 
 
d-2 具体的にどのような点で成長しましたか 
回答：達成感や満足感を感じた（12）自信が生まれた（3） 
仲間と協力で来た（20）今後の目標が生まれた（目標：セ 
リフを覚える）苦手なところが克服できた（詳細：人前で 
演技すること（2）大きい声を出す（1）その他（アドリ 
ブで司会をする） 
e 授業での人形劇の取り組みは今後の保育に活
かせそうですか。（図 7） 
回答：活かせる（19）どちらともいえない（6） 
活かせない（1） 
 
主な理由として【活かせる】では「人形つく
りの時等に活かせる」「子どもと一緒に人形が作
れそう」「協力して行い、終わったときに達成感
がもてるところ」「人形や小道具の制作技術が身
につき、他のことにも活かせる」「人形を自分の
相棒にして、子どもの前で話しかけたりして楽
しそう」「指人形でもパペットでも子どもが喜び
そうなものを、つくれるようになったこと」【ど
ちらともいえない】では「人形作りや小道具つ
くりはとても勉強になったけれど、今後の自分
の努力次第かなと思った」「劇遊びするときに、
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指導する立場で活かせる」「わからない」【活か
せない】では「一人ではできないと思う」「保育
所には就職しないので」等があげられた。 
 
（2）考察 
 質問紙調査の結果を概観すると「人形劇」の
取り組みは、学生全員の保育技術・技能に役立
ったということが見て取れる（問 a）。また、「表
現モデル」としての表現力の向上（問 b）につ
いても、やや向上という程度だが 26 人中 23 人
の学生が自覚していることがうかがえる。表現
の内容には、やはり演技力・言い方・人形の動
かし方・造形力など「人形劇」特有の表現が顕
著である(問 b-2) 。さらに、これら表現力は、
26 名全員が保育に役立たつ（問 b-3）と思って
おり、中には保育活動の具体的な場面即ち発表
会や劇遊び、絵本や紙芝居の読み聞かせの時を
想定している学生も見られた。 
 c の問いは、学園祭での一般客を対象にした
発表に関する内容であった。26 人中 23 人が良
い経験として捉えていることが示された。人形
劇をしかも一般観客の前で実演するという経験
はほとんどの学生になく、それだけに直接的な
反応がある中での実演は、多様な刺激や気づき
を学生に齎したようである。自分たちの人形劇
に対する実力がどれほどかが実感できる貴重な
経験となったことが、その理由からうかがえる。 
 d の問いは、人形劇の一連の活動による自己
の成長にかかわる内容であるが、22 人の学生が
成長を感じていることが示された。また、この
ことにはグループ及びプロジェクト的活動の効
果が反映しているとも考えられる。というのは
具体的内容において、人形劇に関するものより
「仲間と協力できた」という言及が圧倒的に多
かったためである（d-2）。達成感や満足感、自
信を感じたといった自己の内面の成長と共に他
者とのコミュニケーション力の面で成長を感じ
たということは、表現活動を通じて、コミュニ
ケーションスキルが身についたと捉えられる。 
 e の問いでは、26 人中 19 人が今後の保育に活
かせると回答があった。人形の制作及び操作し
た経験が基となって、具体的な活かし方が示さ
れている。このことからは、学生が将来保育の
中で、どのように人形劇を展開させるかについ
ての見通しを持つようになったことがうかがえ
る。 
  
3．総合考察 
 授業最終回の振り返りレポートの分析と一般
に向けての実演後の質問紙調査より、学生は人
形劇の取り組みを通して、人形劇の特質や魅力、
グループ活動の意味を学びつつ、演技や人形制
作等によって自己の表現力の向上を意識してい
ること示された。保育における劇遊びの指導法
や舞台づくりなど環境構成についても具体的な
見通しを持つようになり、その教育的意義が明
らかになった。 
この結果に対して、もともと本取り組みの動
機は、保育の専門性を支える資質として要され
る、学生の表現力育成がねらいであったが、表
現技術・技能の習得以外に、自信や意欲、仲間
とのコミュニケーションスキル等人間的な成長
も促進することが示された。なぜ、この度の人
形劇の取り組みによって、こうした教育効果が
生じるのか原点にもどって考えてみると、本活
動は「人形劇」「グループ活動」「プロジェクト
的内容」と 3 つの総合的活動から成っているこ
とがその要因の一つとしてあげられるであろう。 
 グループ活動について北川（1991）は「人間
としての成長と発達に不可欠なものとして私た
ちの生活に関与している」15）と述べている。「プ
ロジェクト活動」については、市村（1967）が
キル・パトリックの提唱したプロジェクトとい
う概念に「目的を立てることから完全に至る一
連の過程を総括して、名付けられた生活学習の
方法論」という解釈を施しつつ、その不随の概
念として「性格形成の域にとどまらず、さらに
人格形成の領域にまで関与してくるとみられる
のである」16）と教育的意味を述べている。この
ことは、逆に、人形劇そのものが、学生の表現
力の向上や人間的成長等の教育的成果をもたら
すかというと、そうとは言いきれないことを示
している。ただ、授業で人形劇を取り扱う場合
は、授業計画上で自然に、「人形劇」「グループ
活動」「プロジェクト的内容」という 3 つの活動
が総合的に行われる流れになったのであった。
筆者は授業者としてこの点に関しては、当初、
意識はなかったため大きな発見となった。 
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総じて表現力及び人間的な成長の面でも教
育的成果をもたらすプロジェクト活動として取
り組む人形劇は必然的にグループワークで行わ
れ、観覧者の前で上演という最終目標に向かっ
て、問題解決的に進行する性質も備える。この
観点から、人形劇は「主体的な、対話的な、深
い学び」17）を実現するアクティブ・ラーニング
の視点を持つ教育方法とも結びつくであろう。 
そこで、授業者（筆者）の課題としては、今
後授業において人形劇に取り組む場合は、本論
で示された教育的意義やその内容をさらに深め
るためにも、人形劇・グループ活動・プロジェ
クト活動のそれぞれの教育的意義を明確にし、
それら相互作用の実態を踏まえた上での授業プ
ログラムの構成が求められるであろう。この点
に着目して、引き続き人形劇を教材とする授業
研究を続けていきたい。 
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 In this paper, we would like to report on the educational significance of using puppets in a course at a 
childcare worker training school on the basis of what students learned from it and how their awareness changed. 
As an investigative method, we analyzed the students' lesson summary reports and we also conducted 
questionnaire surveys and examined them. The results showed that what they learned included "the significance 
of group activities", "the acquisition of techniques and skills of expression", "how to apply it to childcare", "a 
transformation of self-awareness (motivation, impressiveness, having a sense of achievement, etc.)" and "an 
understanding of puppet theater". In particular, for "their transformation of self-awareness", the answers were 
divided into two categories, one related to personal growth, with items such as "I was able to gain the confidence 
to express things in public", and the other was related to their communication skills for understanding others and 
bilateral viewpoints, meaning the party giving information and the party receiving it, such as "When acting out 
something, I hope that the audience pays attention, so I understand it's important to refrain from talking when 
they are viewing something, even when it is a very basic manner. The questionnaire survey revealed that most 
students felt that the puppetry experiences helped them acquire self-expression skills (skills and techniques for 
expression), and in addition, they also felt that they could make use of the experience as an "expression model" 
in their future childcare experiences. Based on the above, we found that students learned the attractiveness and 
characteristics of puppetry as well as the importance of cooperation, through puppetry activities in class, and 
they were able to notice an improvement in their expression ability and skills by acting with and creating dolls. 
Therefore, we believe that an educational significance was shown since students achieved the prospect of 
utilizing puppetry for future childcare activities. Incidentally, the learning style of active learning is considered 
as one of the major factors in this educational outcome. 
 
Key Words: puppetry, cultivating the expressive ability of students, childcare worker expression model, 
childcare worker training, group activities, project method 
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